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藤代  健吾（ふじしろ けんご）
弥治右衛門（やじえもん）合同会社 代表
まちづくり会社 代表／政策アドバイザー
1984年11月2日生、印西市山田出身（A型）

印西市立瀬戸幼稚園、六合小学校、印旛中学校（生
徒会長）、千葉県立佐倉高校、早稲田大学 政治
経済学部 国際政治経済学科卒業、学部在学中に
米国ワシントンD.Cへ交換留学
（American University Abroad at AU Program）

学歴

国際協力銀行（09-17年、うち15-17年に香港駐在 )
ボストン・コンサルティング・グループ（18-21年）
青山社中株式会社（21-23年）
弥治右衛門合同会社 (22年に印西市で創業 )

職歴

趣味
バスケットボール（中学・高校はバスケ部）、ドラゴンボート、ト
レイルランニング、テントサウナ、印西の自然を感じられる場所で
ぼーっとすること（BBQハウスSETOさん、はる農園さんなど）

青山社中株式会社執行役員（政策支援担当）※退任
（一社）地方自治マネジメントプラットフォーム 理事

主な
役職

INZAIよなよなTable 発起人／HOKUSOよなよなTable 発起人
Oh! 縁プロジェクト 共同発起人／いんざい百歌プロジェクト 共同発起人

イベント立上げ・ 運営

印旛地区や千葉ニュータウン中央地区のお祭り実行委員

お祭り

印西市バスケットボール協会 常任理事
印西市商工会 青年部 常任委員、活性化委員会 委員
Code for INZAI （印西で活動するシビックテック団体）オーガナイザー
ぴおねろの森 ( 牧の原のフリースクール )コーディネーター

地域団体・組織

私は、この地域で生まれ育ち、その後、社会人生活を経て、
地元印西に帰ってきました。
そして、現在は、「人を起点にしたまちづくりの会社」弥治右
衛門（やじえもん）合同会社の代表を務めています。社名は
藤代家が代々受け継いできた屋号 (やごう)です。
「先人が繋（つな）いできたものを、次の世代に素敵な形で
繋（つな）ぎたい」そんな想いからこの社名を選びました。

これまで、政府系金融機関では新幹線の輸出などの海外で活
躍する日本企業のお手伝い、経営コンサルとして日本企業の
経営支援、政策シンクタンク役員として自治体の政策・まち
づくり支援などを経験してきました。また、米国留学や香港
駐在を通じ、海外から日本や印西市を見つめる機会にも恵ま
れました。
こうした経験を愛する故郷である印西に少しでもお返しした
い。そんな想いから、印西市で起業しました。

起業以来、幸いにもたくさんの出会いに恵まれてきました。
現在は、仲間たちとともに、教育・子育て支援、人と人との
つながりによるまちづくり、ニュータウンと自然・里山の接点
づくり、新たな事業づくり（起業・創業支援）、中心市街地
の新たなにぎわいづくり、文化・芸術・音楽・スポーツを起
点にしたまちづくり、などに取組んでいます。
今後も、市民のみなさんとともに、地域の今と未来を創るた
めの取組みを進めていきます。
お手伝い出来ることがありましたら、ぜひ、いつでもお声が
けください。

未来を
ともに創る

「培った経験をお返ししたい」
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討議資料

ともに創る

「人が起点のまちづくり」を目指し、
印西で活動しています

「地域の未来を“みんな”で創る」
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ホームページにて
詳細な情報を発信中

活動
報告

随時
更新

代々この地で農業を営みながら地域への貢献を生きが
いにしてきました。先人の想いを受け継ぎながら、この
地域を素敵な形で次の世代に繋ぐために、誰よりも本
気でまちづくりに取り組みます。

政策シンクタンク役員として、国や自治体の政策やまち
づくりに従事。政府系機関では、新幹線の海外展開な
どを政府・民間という立場を超え推進。即戦力として
市の政策課題に取り組みます。

まちづくり会社の代表として、世代、地域、性別、職
業を超えて、多くの方々とともに事業やイベントなど実
施してきました。全ての市民の方々とともにまちづくり
を進めます。

「藤代けんご」を表すキーワード

5つの柱
市内には先進的なICT教育の学校や自然豊
かな学びの場、特徴的な教育を提供するフ
リースクールも立地。市の魅力を生かし、
個々の子どもに合った多様な教育機会を提
供します。増え続ける子育て世代に対して、
日本で最も進んだ子育て支援を実施します。

子どもひとりひとりに寄り添う教育
子育てのまちづくり
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教育・子育て

便利で安心安全に暮らせるインフラ・まちづくり
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インフラ・防災・防犯

中心市街地や過疎化が進む地域に加
え、千葉ニュータウンも一部で急速な
高齢化が進行。将来に備え、全世代が
元気で自分らしく暮らせる環境を整備。シニア向けの居場所づくり
や健康寿命の延伸、充実の医療・介護の提供を目指します。

生涯元気に自分らしく
生活できるまちづくり
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健康・医療・介護・福祉

人の移動や物流を支える道路インフラの整備推進、北総線の更な
る運賃値下げを目指します。上下水道や
公共施設等の整備に加え、テクノロジー
を活用し老朽化する施設・設備の維持管
理を進めます。激甚（げきじん）化する災
害や犯罪への不安の高まりに対し備えを
強化します。

● 学校給食費無償化 全額公費負担
● 日本で最も進んだテクノロジー教育の提供
● 大規模校の分離新設を含む学習環境の改善
● 小規模特認校を含む自然豊かな学校での先進的
な学習環境づくり

● 支援学級での人員配置を強化
● フリースクールなどの多様な学習機会の支援
● インターナショナルスクール誘致を含む国際教
育の推進

● 保育園までの送迎ステーション
● 全天候型で子どもが過ごせる施設の整備 など

藤 代 が 取 り 組 み た い こ と

● シニアの方々の居場所づくり（シニア世代の活
躍の場、多世代での交流拠点整備）

● 市民活動団体・組織等（ボランティア・イベント・
文化・芸術・音楽・スポーツ等）の活動支援

● 免許返納後の方々の医療機関や買い物へのアク
セス確保 など

藤 代 が 取 り 組 み た い こ と

● 北千葉道路の早期全線開通（首都圏～成田国際
空港の接続）をはじめとする広域交通網の整備

● 仮称コスモス道路の早期完成など地域間の交通
アクセスの向上

● 北総線の更なる運賃値下げ
● 大規模災害への備えとしての組織体制強化 など

藤 代 が 取 り 組 み た い こ と

印西生まれ・育ち
先祖代々この地に

政策・まちづくりのプロ
（専門家）

世代・地域を超えて
市民みんなをつなぐひと

市民の方々とともに、
ひとりひとりに寄り添った
印西市の今と未来を
創っていきます。

未来をともに創る

KEY
WORD

多様な事業者の方々が活躍、起業・創業も増加。
起業・創業支援を強化します。また、成田と東
京の間という戦略的位置を生かし更なる企業誘
致を進めます。印旛沼周辺を中心に整備された
農地を生かし先進農業を実現します。豊かな水
資源や自然・里山を活かしインバウンドも見据えた観光政策を推進し
ます。

地域の強みと魅力を活かした産業・農業・観
光のまちづくり
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産業・農業・観光
都市と隣接するエリアに、コロナ禍でニーズ
が高まる自然豊かな生活環境が広がる。中
心市街地も、大商圏の千葉ニュータウンに
近い立地に加え、駅前には広大な市有地が
所在するなど可能性を有す。これらを活か
し、新たな活気と人・モノ・お金の流れを
生み出します。

各地域の特色を活かした未来へのまちづくり
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地域づくり

● 木下駅前にぎわい広場を起点とした中心市街地の
活性化（商店街活性化など）

● 自然豊かな地域での空き家を活用した移住・定住
促進、起業・創業支援

● 市街化調整区域（開発が制限）でありながら開発
が進む草深地域での都市と自然が調和したまちづく
りの推進 など

藤 代 が 取 り 組 み た い こ と

● 起業・創業塾への支援強化／起業・創業後の事業支援
● スタートアップを含む新たな起業誘致
● 農地集約・農業法人の大規模化支援・高付加価値農業・
有機農業の推進

● 水資源（印旛沼、手賀沼、利根川）・里山・自然を活
かした観光施策 など

藤 代 が 取 り 組 み た い こ と


